
別紙

条件付き一般競争入札（事後審査方式）の公告

公 告 日

工事番号

工　　種

工 事 名

施工場所

工事完成期限

予定価格

低入札調査基準
価格

その他

から まで

開札日時

開札場所

入札保証金

契約保証金

積算内訳書

入札の無効

工事概要

構内配電線路工　一式

定期利用者専用入口ゲート　1箇所

設定有り
　当該基準価格を下回る入札が行われた場合は、落札者の決定を保留し、
後日、入札参加者に結果を通知する。

正面出入口ゲート　1箇所

入札参加資格
・小矢部市内に主たる営業所を有する者

基礎工事　一式

（期間入札の場合）

・小矢部市条件付き一般競争入札実施要領第３条

  14,220,000 円(消費税及び地方消費税相当額を除く) 

令和2年4月1日

石動駅前駐車場料金ゲート設備工事

小矢部市　石動町　地内

令和2年 7月10日

等級又は総合評
価値

都建第10号

電気

小矢部市農村環境改善センター　農事研修室

本店、支店又は
営業者の所在地

・平成31・令和2年度小矢部市建設工事入札参加資格者名
簿の電気工事において、Ａ等級又はＢ等級に登録されてい
る者

・準市内業者に認定された者

期間入札入札方法

持参又は郵送入札書の提出方法

総務部財政課入札書の提出先

令和2年4月6日 令和2年4月13日

設計図書の配布

免除

納付必要（請負代金額が500万円以上の場合）

要（入札時に、入札書と同封して提出）

質問に対する回答期限

　小矢部市ホームページ「事業者向け」―「入札案内・資格申請」に掲載
する設計図書を、ダウンロードにより取得する。

令和2年4月8日

令和2年4月10日

設計図書に対する質問期間

入札書の提出期間 持参の場合の受付時間は市役所開庁日の8時30分～17時15分

郵送の場合は、期日内に指定郵便局必着

小矢部市期間入札実施要領第７条による

令和2年4月15日 9時04分



令和２年度

都建 第 10 号

小矢部市

　実　　　施　　　設　　　計　　　書

石 動 駅 前 駐 車 場 料 金 ゲ ー ト 設 備 工 事

小矢部市



石動駅前駐車場料金ゲート設備工事

明　細　表

小矢部市　石動町　地内

基礎工事

正面出入口ゲート

定期利用者専用入口ゲート

構内配電線路工 式1

1

箇所

式

工 事 金 額

（内消費税額　　         円）

箇所

1

1

小矢部市



特 記 仕 様 書 

工事名：石動駅前駐車場料金ゲート設備工事 

 

第1条 一般 

この特記仕様書は、「土木工事共通仕様書（富山県土木部）令和元年 4月」によるものとし、

第 1編共通編 1-1-2 第 6項に基づき、本工事に必要な事項について定めるものとする。 

本工事の施工にあたっては、共通仕様書及び特記仕様書の他、これに付随する関係基準書

等に基づいて適正に施工すること。 

 

第2条 現場代理人の工事現場における常駐を要しない期間 

1 次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工

事現場における常駐を要しない期間として取り扱うものとする。 

① 契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの

期間 

② 工事の全部の施工を一時中止している期間 

③ 橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の向上政策を含む工事であって工場製作の

みが行われる期間 

2 前項の期間を確認する必要が生じた場合は、書面によることとする。 

 

第3条 工事材料の確認 

 下記の主要材料については、監督員の段階確認を受けて使用するものとする。 

  確認対象材料 電気設備使用材料 １式 

 

第4条 路盤工 

 受注者は、路盤材の敷均しにあたり、材料分離に注意し、一層の仕上り厚が指定値を越え

ないように締め固めなければならない。 

 

第5条 コンクリート配合 

 使用目的の配合諸元は次表のとおりとする。 

番号 
呼び強度 

(N/mm2) 

ｽﾗﾝﾌﾟ 

(cm) 

粗骨材の

最大寸法 

(mm) 

W/C 

(%) 

C 

(kg/m3) 

ｾﾒﾝﾄの種

類 
使用目的 

1 18 8 40 60 以下 - B・B 基礎コンクリート 

 

 



第6条 コンクリートの水セメント比 

 コンクリートの水セメント比は、第 4 条コンクリート配合を遵守すること。指定した呼び強度

に対して、水セメント比が確保できない場合は、上位規格を用いるものとする。 

 

第7条 建設発生土 

 本工事で発生する建設発生土にあたっては、埋戻しに流用するものとし、埋戻しに使用

しないものについては残土仮置き場へ搬入すること。 残土の処分地は以下のとおりとする。

なお、これによらない場合は監督員と協議するものとするが、やむを得ない場合を除き、処

分地変更の場合は設計変更の対象としない。 

種別 処分地 

残土 安楽寺 地内 

 

第8条 再生材の利用 

 次表の基礎砕石には再生砕石を利用するものとする。品質については、「コンクリート副産

物の再利用に関する用途別暫定人室基準（案）」に基づくものとする。 

 

工 種 品 種 使 用 箇 所 

基礎砕石工 RC-40 路盤材 

 



第9条 建設リサイクル法の対象工事 

１ 本工事は、「建設工事に係る資源の再資源化に関する法律」（以下「建設リサイクル法」

という。）の対象工事であり、特定建設資材について分別解体等及び再資源化等を実施す

るものとする。 

２ 請負者は建設リサイクル法第 12条に基づき、施工計画書に以下の内容を明記し、監督員

に説明するものとする。 

  ・解体工事である場合は、解体する建築物等の構造 

 ・建築工事等である場合は、使用する特定建設資材の種類 

 ・工事着手の時期及び工程の概要 

 ・分別解体等の計画 

 ・解体工事である場合は、解体する建築物等における建築資材量の見込み 

３ 本工事における特定建設資材（コンクリート、鉄及びコンクリートからなる建設資材、 

アスファルト・コンクリート）の分別解体等・再資源化については、以下の積算条件を

設定しているが、工事請負契約書「6 解体工事に要する費用等」に定める事項は契約締

結時に発注者と請負者の間で確認されるものであるため、発注者が積算上条件明示した

以下の事項と別の方法であった場合でも変更の対象としない。 

ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定した条件によりがたい場合は

監督員と協議するものとする 

（1）分別解体等の方法 

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法 

工程 作業内容 分別解体等の方法 

（解体工事のみ） 

仮設 仮設工 

□有 ■無 

□手作業 

□手作業・機械作業の併用 

土工 土工事 

■有 □無 

□手作業 

■手作業・機械作業の併用 

基礎 基礎工事 

■有 □無 

□手作業 

□手作業・機械作業の併用 

本体構造 本体構造の工事 

■有 □無 

□手作業 

■手作業・機械作業の併用 

本体付属品 本体付属品の工事 

□有 ■無 

□手作業 

□手作業・機械作業の併用 

その他 

（舗装、既設

構造物撤去） 

その他の工事 

□有 ■無 

□手作業 

■手作業・機械作業の併用 

 



（2）再資源化等をする特定建設資材廃棄物の種類及び再資源化施設の場所 

特定建設資材廃棄物の種類 処理量 

コンクリート塊 m3 

アスファルト塊 m3 

建設発生木材 m3 

※上記(2)については積算上の明示条件であり、再資源化施設を特定するものではない。な

お、請負者の提示する施設と異なる場合においても、設計変更の対象としない。ただし、

施設の受け入れが困難な場合等、請負者の責によるものでない事項については、この限り

ではない。 

４  請負者は、特定建設資材の分別解体等・再資源化等が完了したときは、建設リサイ 

クル法 18条に基づき、以下の事項を書面に記載し、監督員に報告する。なお、書面は、「建

設リサイクルガイドライン（富山県土木部）平成14年 6月」に定めた様式 1「再生資源利

用計画書（実施書）」及び様式 2「再生資源利用促進計画書（実施書）」に兼ねるものとす

る。 

 ・再資源化が完了した年月日 

 ・再資源化を行った施設の名称及び所在地 

 ・再資源化に要した費用 

５  請負者は、再資源化施設において適正に処分されていることが確認できる書類（マ 

ニフェスト）を監督員に提示するとともに、運搬・処理を委託する場合は、産業廃棄物処

理業者との委託契約書に提示するものとする。 

 

第10条 安全管理 

 工事期間中は、安全管理要員等を配置し、工事区域内全般の巡視、点検、連絡調整等を

行い安全確保に努めなければならない。 

 

第11条 過積載防止対策 

 道路交通法及び道路法を遵守するとともに、過積載防止対策に努める。 

 

第12条 地場産品の優先使用 

 本工事に使用する資材等は、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合には、県

内地産品を優先使用するものとする。 

 

第13条 下請関係の適正化 

 本工事を下請に付す場合は、「施工体制の適正化及び一括下請負の禁止の徹底等について」

を遵守すること。 

 



第14条 社内検査の実施 

請負者は、工事の途中段階及び完成時において、発注者の検査前に社内検査を実施するも

のとし、時期・内容等について施工計画書に記載すること。また、実施結果について監督員

に提示するものとする。 

 

第15条 公害防止 

 建設機械の搬入・搬出及び現場作業による土砂の流出等により周辺に影響を及ぼした場合

は、直ちに現状に回復すること。また、本工事により周辺に影響が出ないよう配慮すること。 

 

第16条 工事実施前の措置及び事前事後調査 

１ 既存構造物に接近するとき、又は、撤去する場合には、関係者立会のうえ、現況に写真

撮影、測量等の記録をした後、工事施工を行う。 

２ 請負者は、あらかじめ沿道（周辺も含む）家屋等について事前調査を行い、善良な管理

義務を怠ったことにより、家屋等物件に被害が認められた場合は、請負者が責任を持って

処理するものとする。 

 

第17条 工事実施前の措置及び事前事後調査 

１ 請負者は、契約後指定の基準点に基づきすみやかに必要な測量を行うこと。 

２ 測量を行った後、工事施工前には監督員の確認を受けること。 

３ 仮Ｂ．Ｍは、位置高さの変動のないよう、適切な保護をすること。 

４ 構造物が設計図書どおり築造できない場合や、設計図書等に記載のないものについては、

監督員と協議すること。 

 

第18条 工事調整について 

 「石動駅前広場整備工事」及び「石動駅前駐車場進入路整備工事」と調整を行い、工事が

スムーズに進むように努めること。 

 

第19条 その他 

 その他、定めがない事項について疑義が生じた場合は、その都度監督員と協議するものと

する。 



費目 工種 種別 細別 品質・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

本工事費

電気設備工 機械式ゲート工事

機器費

　 正面出入口ゲート 1 式 1

定期利用者専用入口ゲート 1 式 2

機器費　計

直接工事費

アイランド内配管・配線工事 1 式 3

基礎工 1 式 4

電気設備工 構内配電線路工事

材料費 1 式 5

直接工事費 電工費・土工費 1 式 6

直接工事費　計

間接工事費

試験調整費

共通仮設費

現場管理費

工事原価

一般管理費

端数調整

本工事費内訳書



費目 工種 種別 細別 品質・寸法 数量 単位 単価 金額 備考

工事価格

消費税相当額 10 %

請負工事費

　

本工事費内訳書



　品　質　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　　額 摘　　　要

1 機器費　正面出入口ゲート 式 1

駐車券発行機 車両感知器内臓 台 1

全自動精算機 車両感知器内臓 台 1

台数制御盤 台 1

カーゲート 台 2

バーキャッチャー 台 2

ループコイル 本 4

高輝度ＬＥＤ（満/空） 出入口付近鋼管ポール取付 台 1

高輝度ＬＥＤ（満/空） 看板片面取付 台 1

出庫注意用ＬＥＤ回転灯 出入口付近鋼管ポール取付 台 1

カメラポール シルバーN7.5 本 2

テント 台 2

カメラ 屋外型 台 2

レコーダー 台 1

呼出機 屋外型 台 1

オートホン制御装置 台 1

機器収納盤 アイランド上設置 台 1

合計 1式あたり

単価 1式あたり

内　　訳　　書

　　名　　　　　称



　品　質　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　　額 摘　　　要

内　　訳　　書

　　名　　　　　称

2 機器費　定期利用者専用入口ゲート 式 1

定期券認証機 台 1

カーゲート 台 1

バーキャッチャー 台 1

ループコイル 本 2

入口灯 シルバーN7.5、LED内照式 台 1

テント 台 1

合計 1式あたり

単価 1式あたり



　品　質　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　　額 摘　　　要

内　　訳　　書

　　名　　　　　称

3 システム工事費

アイランド内配管・配線工事費 式 1

機器設置費 式 1

合計 1式あたり

単価 1式あたり



　品　質　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　　額 摘　　　要

内　　訳　　書

　　名　　　　　称

4 基礎工 式 1

掘削 m3 7

埋戻 m3 2

残土運搬費 10tDT 3.0km以下 m3 5

残土処分 m3 5

基礎砕石 再生砕石 RC-40 t=10cm m2 18

基礎コンクリート 18-8-40BB W/C≦60% m3 5

型枠 m2 7

合計 1式あたり

単価 1式あたり



　品　質　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　　額 摘　　　要

内　　訳　　書

　　名　　　　　称

5 構内配電線路工・材料費

波付硬質合成樹脂管 FEP30mm ｍ 373

波付硬質合成樹脂管 FEP50mm ｍ 198

同上付属品 式 1

同上支持材 式 1
着色識別PE絶縁ビニルシースケー
ブル FCPEV-S-SSF 1.2mm-5P ｍ 284
600V架橋PE絶縁耐熱性PEシース
ケーブル EM-CE3.5sq-2c ｍ 106
600V架橋PE絶縁耐熱性PEシース
ケーブル EM-CE5.5sq-2c ｍ 16
トリプレックス型PE絶縁耐熱性PE
ケーブル EM-CET 14sq ｍ 85
制御用PE絶縁耐熱性PEシースケー
ブル EM-CEE 2.0sq-4ｃ ｍ 35
市内対PE絶縁耐熱性PEシースケー
ブル EM-CPEE0.9mm-5p ｍ 35
架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリ
エチレンシースケーブル EM-CE38sq-3C ｍ 81

導入線 2.0mm ビニル被覆 ｍ 129

分電盤 面 1

NAポール 7.0ｍ SH-7 本 1

接地材料 ED打込式 箇所 1

埋設標識シート 150mm PEクロス 2倍 ｍ 121

盤類取付鋼材 式 1

ハンドホール 重耐セパレータ付600×600　H1-6 基 2

ハンドホール穴あけ加工費 箇所 16

合計 1式あたり

単価 1式あたり



　品　質　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　　額 摘　　　要

内　　訳　　書

　　名　　　　　称

6 直接工事費

電工 人 42

塗装工 塗装補修 人 1

掘削 m3 37

山砂 m3 18

路盤工 RC-40 m3 12 電線管土工A

埋戻工 m3 7 電線管土工B

残土運搬費 10tDT 3.0km以下 m3 16

残土処分 m3 16

合計 1式あたり

単価 1式あたり



位 置 図

施 工 箇 所
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33.04

32.87

32.96

32.82

32.65

32.83

32.88
32.7433.14

32.96

32.82

H
P
5
0
0

U-240

U-240

32.22W

32.42W

32.68W

As

As

As
As

As

As

ST.1

ST.2 ST.3

ST.4 ST.5

KBM.1

駐輪場

E
32.81W

32.93W

33.16W

32.93W
32.92W

33.03W

33.06W

33.3033.3333.41

33.12W
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As

As

工事用ゲート

U150

U
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5
0
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33.42

33.21W

33.19W

V
F
3
0
0

33.18W 33.16W

汚

33.20W

33.20W

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

融雪装置

開閉門

消雪ポンプ盤

B
P

N
O
.
1

N
O
.
2

N
O
.
3

N
O
.
4

N
O
.
5

N
O
.
6

N
O
.
7

N
O
.
8

N
O
.
9

N
O
.
1
0

宮丸木材（株）

宮丸木材（株）

GEO 小矢部店

As

ロープ

32.87W

33.13W

Aコープ小矢部

Aコープ小矢部 駐車場

Ａｓ

用地基準杭

既設花壇

別途工事

A
E
.P

A
B
.P

分電盤 N=1

CPEV1.2-5P(通信)

L=10.6m(電線管土工A)

４

FEP50５

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

EM-CE38sq-3C(電気)０

CPEV1.2-5P(通信) FEP30

L=10.3m(電線管土工A)

４

FEP50５ 予備管

EM-CE5.5sq-2C(電気) FEP50２

EM-CE3.5sq-2C(電気) FEP30１

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ2 N=1

L=16.7m(電線管土工A)

FEP50５ 予備管

EM-CE38sq-2C(電気) FEP50３

EM-CE3.5sq-2C(電気) FEP30１

EM-CE38sq-2C(電気) FEP50３

CPEV1.2-5P(通信) FEP30

L=13.0m

４

CPEV1.2-5P(通信) FEP30

L=5.0m

４

FEP50２

※電線管土工は1,3,5を兼ねる

※電線管土工は1,3,5を兼ねる

料金ｼｽﾃﾑ② N=1

料金ｼｽﾃﾑ① N=1

L=64.7m

EM-CE38sq-3C(電気) -０

※電線管土工及び電線管は施工済み

既存の分電盤までの配線を行う。

配線途中にHH2箇所あり。

配線は上記距離にﾌﾟﾗｽ1.0*6=6.0mとなる。

L=27.2m

CPEV1.2-5P(通信)４

※電線管土工及び電線管は施工済み。

石動駅駅舎内までの配線を行う。

配線途中にHH1箇所あり。

配線は上記距離にﾌﾟﾗｽ1.0*4=4.0mとなる。

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

※ 電線管延長には分電盤0.5m,ハンドホール0.5m,施設0.5mの余長を含む。

※ 電線延長には分電盤1.0m,ハンドホール1.0m,施設1.0mの余長を含む。

※ 各線は他線と区別できるようにする(ハンドホール内、分電盤内等)。

※ 引込みは既存の分電盤(石動駅前広場入口に設置)より実施する。

配線表

料金ｼｽﾃﾑ① 16.0FEP50 16.0

FEP50

０

２

予 備

１ 照明灯 FEP30

５

電線管土工A

電線管延長電線管 電 線 電線延長系 統番号

引込線(電気) FEP50 10.6 81.3

料金ｼｽﾃﾑ②３

料金ｼｽﾃﾑ(通信)４

-

FCPEV1.2-5P-ssd

-

EM-CE38sq-2C

EM-CE3.5sq-2C

EM-CE38sq-3C

EM-CE38sq-2C

94.6

管土工A S=1/20

予備管

EM-CE38sq-3C(電気)０

33.20W

市
営

バ
ス

１
台

観光協会
２台

35.0+10.6+16.7+32.3

埋設表示シート

表層工 蜜粒度AC20FA t=5cm

路盤工RC-40 t=20cm

山土砂 t=30cm

500

5
0

3
0
0

2
5
0

6
0
0

既設架空線（北電対応）

市
営

バ
ス

１
台

1
0
6
8
1

7
0
0
0

2
0
5
5

8
3
0

32.76W 32.74W

As 開閉門

FCPEV-S-SSF1.2mm-5P（FEP30）

架空線（電気）北電対応

FEP30

FEP50

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ3 N=1

L=32.3m(電線管土工A)

FEP50５ 予備管

EM-CE38sq-2C(電気) FEP50３

EM-CE3.5sq-2C(電気) FEP30１

CPEV1.2-5P(通信) FEP30４

L=33.3m(電線管土工B)

FEP50５ 予備管

EM-CE38sq-2C(電気) FEP50３

CPEV1.2-5P(通信) FEP30４

EM-CE3.5sq-2C(電気) FEP30１

EM-CE3.5sq-2C(電気) FEP30１

L=6.0m(電線管土工B)

既設分電盤撤去 N=1

L=23.3m(電線管土工A)

EM-CE3.5sq-2C(電気) FEP30１

121.9 121.9

284.0

130.4

33.3+6.0 39.6電線管土工B

架空線（通信）Ｌ=11.67ｍ

鋼管ポール 1基

電線管土工A

工 種

山 砂

埋め戻し

残土処理

規 格 計 算 式

0.30*0.50*10.0 = 1.50

2.75-1.50 = 1.25

単位

ｍ3

ｍ3

ｍ3

10ｍ当たり

数 量

1.5

1.3

2.80.50*0.55*10.0 = 2.75

床 掘 0.50*0.55*10.0 = 2.75 ｍ3 2.8

埋設標識シート ｍ 10.0W=150

表層工 密粒度ＡＣ20ＦＡ 0.50*0.05*10.0 = 0.25 ｍ3 0.3

電線管土工B

工 種

山 砂

埋め戻し

残土処理

規 格 計 算 式

2.90-1.10 = 1.80

単位

ｍ3

ｍ3

ｍ3

10ｍ当たり

数 量

1.1

1.8

1.1

床 掘 0.29㎡*10.0 = 2.9 ｍ3 2.9

埋設標識シート ｍ 10.0W=150

0.11㎡*10.0 = 1.10

既設照明灯分電盤 N=1

EM-CET 14sq

284.0

FEP30

FEP50

EM-CPEE0.9mm-5P(通信) FEP30

L=35.0m(広場空/満看板)電線管土工A

EM-CEE2.0sq-4C(電源) FEP30

法面転がし

法面転がし

法面転がし

FCPEV-S-SSF1.2mm-5P（FEP30）

FCPEV-S-SSF1.2mm-5P（FEP30）

154m(転がし)

130m(地中線)

FCPEV-S-SSF1.2mm-5P（FEP30）

法面転がし

EM-CE5.5sq-2C(電気)

小矢部市

図示

件 名

種 別

縮 尺 枚 数

図 面令和 ２年 ３月 日

石 動 駅 前 駐 車 場 電 気 設 備 工 事

全体平面図

施設平面図
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ＬＣ４
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１

ＡＰ

Ａ
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２
Ａ
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Ｃ
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E M C P E E - S 0 . 9 - 5 P

E M C E 3 . 5 s q - 3 C

認証機

B

F E P 3 0
Ｃ

E M C E E 2 . 0 s q - 6 C

ＣＴ

ＣＴ

１．システム概要

本システムは、平面駐車場に適用される。駐車場出入口の処理を精算システムの導入により、サービスの向上と無人化を図ることを目的とする。
本駐車場は認証機を利活用することで認証サービスが可能となる。（定期券、回数券、プリペードカードを利用することも可能であること）

入場時は車両進入・一時停止後、駐車券を抜き取り、場内へ入場し、出場時は、出口の全自動料金精算機にて料金を徴収する。
駐車場内の満空車状況はシステムにて把握しており、入口で入庫制限を行う。

２．システム構成

３．各システムの概要

記録装置で録画

認 証シス テム

監視カメラシステム

駐車券

出庫警報

満空車管理システム

出口料金精算システム

駐車券発行システム

駐車場管制設備

5．システム動作フローチャート

4．システム系統図

出 庫

出庫動作

券受付開始後券挿入

ループコイル車両検知
（ＬＣ3）

規定料金発生

精算完了

ゲートーバー自動開

ゲートーバー自動閉

出庫完了

ループコイル車両通過
（ＬＣ4）

入 庫 動 作

ループコイル車両検知
（ＬＣ1）

入 庫

NO

YES
満車か？

駐車券を抜き取る

駐車券自動発行

ループコイル車両通過
（ＬＣ2）

ゲートーバー自動開

入庫完了

ゲートーバー自動閉

満車案内放送

YES

満車解除か？
NO

出庫注意灯動作

備考

ＶＤ ＶＤ 認証機

Ｔ 照明（テント式）

Ｃ 監視カメラ

ＡＰ

ＦＳ 出入口表示灯

１ＴＤ

名称緒元

駐車券発行機

ＣＧ

ＬＣ

カーゲート

ループコイル

ＡＰ 全自動料金精算機

ＩＮ

記号

ＣＧ

ＬＣ

数量

凡例

ＣＴ ＣＴ バーキャッチャー

L 1 分電盤

１１１１１１１１

１

２

２

４

１

１

２

２

認証

認証受付

認証後利用者に返却

駐車券を確認

駐車券を認証器に挿入

警備用 インタ ーホン

L 1

小矢部市

4/1図示

件 名

種 別

縮 尺 枚 数

図 面令和 ２年 ３月 日

石 動 駅 前 駐 車 場 電 気 設 備 工 事

駐車場ゲート仕様書 No n S c a l e

駐車場ゲート仕様書

２

対応先へ通報

（１）入口駐車券発行システム

車路に埋設されたループコイルが車両を検知し、入車時刻等を印字し、磁気書き込みされた駐車券を発行する。

駐車券を抜き取るとゲートバーが開き駐車場内に進むことができる。

入庫車がゲートバーを完全に通過するとループコイルで車両を検知し自動でゲートバーを閉じる。

（２）出口料金精算システム

車路に埋設されたループコイルが車両を検知すると、駐車券受付状態になる。

利用者は車両に乗車し出口全自動精算機に駐車券を挿入し、料金の精算を行うと、ゲートを開とし出庫可となる。

出庫車がゲートバーを完全に通過するとループコイルで車両の通過を検知し自動でゲートバーを閉める。

精算出口では、場内車両の通行の安全の確保、並びに、歩行者の安全の確保の為に回転灯にて注意を喚起する。

（３）満空車管理システム

入車台数と出車台数により、駐車台数を計算し、満車設定台数と比較し、満車表示を行う。

駐車場満車時には、入口表示灯が「満」表示となり、満車案内放送を行い入庫を停止する。

（４）監視カメラシステム

場内には防犯目的とした監視カメラを設置する。監視カメラの映像は場内の記録装置にて記録する。

警備用インターホンと連動して、対応先に映像を伝送する。

（１）駐車券の種類

駐車券については以下の４つのものを利用できること。

①時間利用券：料金設定については以下を例とし、監督員と協議すること。

入場後 １時間まで 無料

１時間から２時間未満 100円

２時間から３時間未満 200円

３時間から４時間未満 300円

４時間から５時間未満 400円

５時間以上24時間未満 500円

24時間以降、24時間未満につき 500円加算

なお、時間割引を行うことができ、入場後から割り引いた使用時間以降の料金は、料金設定中の１時間以降からの料金を適用すること。

②平日定期利用券：平日開始の午前0時から平日終了の午前0時前に入退場する場合は0円とする。

平日から休日をわたって利用する場合は、休日開始の午前0時から休日終了の午前0時までの時間料金を加算する。

平日から休日にわたり、さらに平日にわたって使用する場合は、休日分のみ料金が発生する。

③料金割引券：料金を割り引くための時間券が使用できるものとする。

④管理者用パス：管理者用パスは、回収されずに戻るものとする。

（２）自動精算機

入退場時には「時間利用者」と「平日定期利用者」の選別を音声案内により行うものとし、下記のとおり動作すること。

○入場時：「時間利用者」の場合は、入場時間を記入した駐車券を発行する。

「平日定期利用者」の場合は、平日定期券の挿入により入場時間を自動精算機内に記録する。

○退場時：「時間利用者」の場合は、利用券回収後、使用時間に合わせて音声及び画面表示により料金を伝達し、利用券料金を受領してゲートを開く。

「平日定期利用者」は、同じく音声及び画面表示にて料金を伝達し、休日利用がある場合は時間利用料金を受領する。

（３）監視カメラ

監視カメラを設置し、映像を記録する装置を内蔵すること。

（４）非常ボタン

非常時の際には監視カメラ映像及び音声の伝送を行えること。

カメラ映像は、非常ボタンを押した段階で対応先に伝送されること。

音声は、非常ボタンを押した段階で、対応先と相互の通話が可能となること。

対応先が必要と判断した場合、対応先からの操作でゲートを強制開にできること。

（５）記録装置

精算機内に記録装置を内蔵し、利用台数、利用時間等の分析が可能な情報を記録できること。

（６）カーゲート

視認しやすい配色とし、接触等による衝撃受けた場合は変形等を行って、進行方向側に追随する構造とすること。

（７）出入口表示灯

駐車場表示「Ｐ」および満車表示灯を設置し、任意の台数で満車表示ができること。

（８）定期券専用ゲート

定期券認証機および出入口表示灯を設置すること。なお、定期券専用であることを表示し、満車表示は行わないものとする。

また、本ゲートについては、通信機能は持たず、強制開はできないものとする。

（９）対応車種

駐車場を使用できる車両は、道路交通法（昭和35年法律第105号）第３条に規定する普通自動車（積載物を含め、長さ６メートル以下のものに限る。）とする。

（１０）工事調整について

「石動駅自由通路工事」及び関連工事と調整を行い、工事がスムーズに進むように努めること。

（１１）疑義

疑義が生じた場合は、監督員と協議を行うこと。

5．その他の仕様



1
2
9
0

4 6 5

3 6 0

1
0
3
9

3 3 8

1
1
0

1 0

定期券無効表示器

駐車券発行口・定期券挿入口

駐車券発行ボタン

案内放送

2 0 0 0～ 2 3 0 0 リード部Ｌ

φ
2
8

3 0 8

1 9 0

ハイフロンふっ素樹脂（ＥＴＦＥ絶縁）

（定期券専用ゲートは不要）

（定期券専用ゲートは不要）

8ｃｈ映像

ネットワーク

記録容量

電源電圧

画面分割数

仕 様項 目

9K g以下質量

1 0 B A S E - T / 1 0 0 B A S E - T X / 1 0 0 0 B A S E - T \× 2 ﾎ ﾟ ｰ ﾄ

内 蔵２ Ｔ Ｂ \× 1

単画面､４画面､９画面

A C 1 0 0～ 2 4 0 V \± 1 0％ 1 . 5 A以下 (1 5 0 W以下)

ＬＣ

項 目

材 質

形 状

埋設深さ

※縦横寸法１０％以内の誤差は許容範囲内である。※縦横寸法１０％以内の誤差は許容範囲内である。

車路面より３０～１００ｍｍ

の間に埋設

コイル部Ｃ＝６ｍ １．０ｍ×２．０ｍ

リード部Ｌ＝３０ｍ（ＭＡＸ）

ガラス編組電線

仕 様

コイル部Ｃ＝６ｍ ０．７ｍ×２．３ｍ

ノーマルベンド

リード線（スパイラル巻き）

埋設配管（ＣＤ１６／ＰＦ１６）

Ｔ字カップリング

耐衝撃性塩化ビニルパイプ（ＨＩＶＥ１６）

ベンド

コンビネーションカップリング

（別途工事）

リード部Ｌ（２ ２芯）

コイル部２ ５芯

接合部分を接着剤にて固定
接合部分を接着剤にて固定

出入口灯（ＦＳ） ２台

仕 様

LE D回転灯

屋外自立ポール

本体：ポール 取付台：ウレタン塗装

３８０ＶＡ以下

ミニクリプトン球LE D× 3

回 転 灯

消費電力

塗 装 色

表 示

出庫表示

項 目

形 状

CA - 7 5 5 1 8分ツヤ有（シルバー）

質 量

湿 度：１０～９０％Ｒｈ

温 度：－１０℃～＋５０℃

ブザー付 黄色φ１１８

環境条件

入力条件

ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ

１φ２Ｗ Ｄ種接地

蛍光灯ＬＥＤ×２

３０Ｋｇ以下

□12 5

高輝度タイプLE D表示満空表示

ラ ン プ

バーのロック機構なし構 造

アクリルウレタン樹脂焼付塗装表面処理

9ｋｇ以下質 量

CA - 7 5 7 1 8分ツヤ（シルバー）塗装色

本体：鋼板製t 3 . 2材 質

屋外自立型形 状

項 目 仕 様

車道に入らないこと
し ゃ ど う は い

注意
ち ゅ う い

ＰＬシール
ゴム板２ｔ

1
0
9
2

7
9
3(
9
0
0
)

1 6 0 2 6 0

5 4

（ ? 6 0 . 5）

2 0 0 3 0 0

バーキャッチャー（ＣＴ１，２） ３台ＣＴ

２台監視カメラ（Ｃ１，２） レコーダー

C A - 7 5 7 1 8分ツヤ（シルバー）

インターホン子機(別途）

車両感知器内臓

そ の 他
インターホン子機(別途）

１台

その他 カメラ電源供給できること

本体：CA - 7 5 7 1 8分 ﾂ ﾔ (シルバー)

前面パネル部：グレイッシュパープル

ＡＰ

Rec

ループコイル（ＬＣ１～４） ６本

4 2 0

2
7
0

1
0
0

駐車場ゲート機器外観図 Non S c a l e

3
4
8
0

インターホン子機

ﾌｧ ﾝ ﾀ ﾞ ｸ ﾄ（排気）

右扉開閉ﾊﾝ ﾄ ﾞ ﾙ

ﾌ ｧ ﾝ ﾀ ﾞ ｸ ﾄ（吸気）

案内放送

紙幣挿入口

券挿入口

券紛失ﾎﾞ ﾀ ﾝ

取消ﾎﾞ ﾀ ﾝ

領収証発行ﾎﾞ ﾀ ﾝ

取り出し口

領収証・つり銭

硬貨投入口

インターホン子機

料金表示部7ｾ ｸ ﾞ L E D

ＣＧＩＮ

5 5 0

7
5

5 5 5

1
3
0
0

8
5
9

1
0
3
8

4 5 01 5 2 0

4 8 5

5 4 0

5 2 2

5 6

駐 車 券 磁気式駐車券、30 0 0枚×2

３台テント（Ｔ１，２）

スチール

材 質

色

カバー

ホワイト 7分ツヤ

材 質

シルバー(上背面)

塗 装 色

テトロン

テント柱

仕 様項 目

図中の寸法は参考とする。

5 5

4 0 0

1
1
0
0

9
0
0

( 4 0 3 5 )

5
0
M
A
X

障害物センサー (
4
9
3
5
)

る
と
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れ
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お

り

そ

バ 車

開

で
閉

す
ガ
ケ

の

どー 道 う

ゃ

こ

は
い

い

か

へ

い

い

な

ら

入

に

し

ち ゅ う い

注 意

ＰＬシール

( 8
8°

)

1 7 0 0

8
0
0

3
0
0

3
1
5
0

R 3
0 0

▽GL

1 5 0 0

角パイプ

（照明取付スペース）

φ34 . 0

2 . 3 t

φ6 0 . 5

2 . 3 t

φ 6 0 . 5

2 . 3 t

▽GL

2
8
5
0

6 0 0

シルバー(側面)

□1 2 5

2
8
0
0

2
5
6
0

9
0

9 0

ケーブル取り出し口 φ２０

2
4
0

5
0
0

通線口

□10 0
カバー

12 0×1 4 0

量

質

状

目

質

材

形

項

１２５角コラム t＝4 . 5

屋外自立型ポール

仕 様

支柱（カメラポール部）：6 0 k g以下

塗 装 色 シルバー N7 . 5（ 7分ツヤ）

カメラポール １本

画像圧縮方式

最低照度 ０．００２ｌｘ

最大フレームレート 最大３０フレーム／秒

電源 ＰｏＥ（IE E E 8 0 2 . 3 a f準拠）

Ｈ．２６４／Ｍ－ＪＰＥＧ

質量 本体：２．０ｋｇ以下

有効画素数 １２８０（Ｈ）\×１０２４（Ｖ）

約１３１万画素

撮像素子 １／２．８型ＣＭＯＳセンサ

レンズ

画角 水平画角：９５．９°～３２．１°

垂直角度：４８．６°～１８．０°

項 目 仕 様

焦点距離：３．０～９．０ｍｍ

温度：-1 0℃～50℃（結露なきこと）

湿度：10～90％Ｒｈ（結露なきこと）

待機時：30 V A以下

アクリルウレタン樹脂焼付塗装（フラット）

鋼板製2. 3ｔ

屋外自立型（防雨構造）形 状

入力電源

環境条件

塗 装 色

表面処理

材 質

1φ2W D種接地

AC 1 0 0 V±1 0％ 5 0 / 6 0 H z

仕 様項 目

最大 ：20 0 V A以下

ゲートバー グラスファイバー ストレート型（1 . 0 K g以下）

指定なき公差 ＪＩＳ Ｂ４０５－ｖ

70 k g以下（ゲートバーを除く）質 量

消費電力

カーゲート（ＣＧ１，２）全自動精算機（ＡＰ） ３台１台２台

そ の 他

車両感知器内臓

仕 様目

扉：鋼板製1. 6 t

前面パネル部：グレイッシュパープル

温度：-1 0℃～40℃（結露なきこと）

本体：鋼板製1. 6 t（底板2. 3 t）

自立据置型

本体：CA - 7 5 7 1 8分 ﾂ ﾔ (シルバー)

アクリルウレタン樹脂焼付塗装

前面パネル：樹脂製5. 0ｔ

1φ2W D種接地

ＪＩＳ Ｂ４０５－ｖ

7 0ｋｇ以下（駐車券を除く）

A C 1 0 0 V±1 0％ 5 0 / 6 0 H z

最大：15 0 V A以下（寒冷地仕様を除く）

待機時：70 V A以下

湿度：10～90％Ｒｈ（結露なきこと）

項

材 質

形 状

環境条件

消費電力

入力電源

質 量

指定なき公差

塗 装 色

表面処理

駐車券発行機（ＴＤ）

仕 様

屋外自立型（防雨構造）形 状

項 目

鋼板製2 . 3 t

温度：－１０℃～＋４０℃（結露なきこと）

湿度：１０～９０％Ｒｈ（結露なきこと）

ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ

材 質

塗 装 色

環境条件

入力電源

１φ２Ｗ Ｄ種接地

待機時：９０ＶＡ以下

消費電力

最 大：２００ＶＡ以下（寒冷地仕様を除く）

１５５ｋｇ以下（オプション除く）質 量

千円

５００円，１００円，５０円，１０円

使用貨幣

指定なき公差 ＪＩＳ Ｂ４０５－ｖ

小矢部市

4/4図示

件 名

種 別

縮 尺 枚 数

図 面令和 ２年 ３月 日

石 動 駅 前 駐 車 場 電 気 設 備 工 事

駐車場ゲート機器外観図



三 菱プ レ シジ ョ ン

アームキャッチャー

ループコイル３

ループコイル２

精算機

カーゲート(入口)

アームキャッチャー

ループコイル４

ループコイル１

発券機

カーゲート(出口)

ガードパイプ

ガードパイプ

出口

入口

車 道 に入 らな い こと

注意

車 道に 入 らな いこ と

注意

と

れ
あ
り

恐 そ

お

注意
ちゅうい

閉 い

ー

の
か
い

へ

開

で

ケ
ガ

す
る

バ 車
ゃ

う

ど

道

に

い

は入

な

い

こ

ら

し

アイランド内配置図

側面図（ ① ）

②

①

③

側面図（ ② ）

側面図（ ③ ）

分電盤

駐車場ゲート一般図 Non S c a l e

出入口表示灯
監視カメラ

監視カメラ

アームキャッチャー基礎

300×300×300

7000

1
6
8
0

1680

7000

3
0
0

1
5
0

3
0
0

1
5
0

1780

7100

1
0
0

基礎コンクリート 18-8-40BB W/C≦60 t=30cm
基礎砕石 再生砕石RC-40 t=10cm

7600

2280

基礎工 数量計算

掘削 7.60 * 2.28 * 0.4 = 6.9m3

埋戻 ( 7.60 * 2.28 - 11.26 ) * 0.25 = 1.5m3

基礎砕石 1.78 * 7.10 = 12.6m2

基礎コンクリート 11.26 * 0.3 = 3.4m3

型枠 10.64 * 0.3 = 3.2m2

基礎コンクリート

表面積 S = 11.26m2

周長 L = 10.64

小矢部市

図示

件 名

種 別

縮 尺 枚 数

図 面令和 ２年 ３月 日

石 動 駅 前 駐 車 場 電 気 設 備 工 事

駐車場ゲート一般図
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仕上舗装高

定期券専用ゲート計画図 S=1/60

基礎構造図

4850

ゲート基礎

基礎砕石 4.85*1.05=5.1m2

基礎コンクリート (1.0*2.0-0.1*0.1/2*2)*0.4+(1.0*2.8-0.1*0.1/2*2)*0.3=1.6m3

型枠 (1.9+0.14+0.8+0.14)*0.4+(2.7+0.14+0.7+0.14)*0.3+0.1*1=2.4m2

バーキャッチャー基礎

基礎砕石 0.51*0.41=0.21m2

基礎コンクリート 0.4*0.5*0.3=0.06m3

型枠 0.5*0.3*2+0.4*0.3*2=0.55m2

小矢部市

図示

件 名

種 別

縮 尺 枚 数

図 面令和 ２年 ３月 日

石 動 駅 前 駐 車 場 電 気 設 備 工 事

定期券専用ゲート計画図


